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（理研食品株式会社）

「藻類談話会」は藻類を研究材料とする幅広い分野の研究者の
集まりで，西日本を中心に講演会や研究交流を行っています。こ
れまでの談話会の講演内容は，藻類談話会ホームページ（http://
www.research.kobe-u.ac.jp/rcis-kurcis/danwakai/index.html）
でご覧いただけます。今年度は以下の講演を企画しています。
ふるってご参加くださいますようご案内申し上げます。

日時：2018年 11月17日（土）13：00-17：00
場所：神戸大学理学部 Z棟 2階 Z-201/202 室 (神戸市灘区六
甲台町 1-1) 

研究報告（敬称略）
星野雅和，小亀一弘（北大院・理学）：褐藻カヤモノリにおける
寒流域での単為生殖系統の進化メカニズムとその進化的意義

講演（敬称略）
遠藤光（鹿児島大・水）：コンブ目褐藻の摂食されやすさに対す
る無機環境の影響
河地正伸（国立環境研・生物・生態系環境セ）：海底鉱物資源
開発と海洋環境保全の両立に向けた取り組み

高村典子（国立環境研・琵琶湖分室）：日本における湖沼の生物
多様性評価や生態系保全のための研究の動向とその課題

参加費：300円。談話会終了後，理学部生物学科セミナー室 
(C-218) で懇親会を行います（会費：一般 3,000円，学生 1,500
円）。談話会および懇親会の参加希望者は 11月 7日 (水 )まで
に電子メールかファックスで下記の宛先へお申し込みください
（当日参加も可）。

会場への交通：阪急「六甲」駅から徒歩約 15分。阪神「御影」駅，
JR「六甲道」駅，阪急「六甲」駅から神戸市バス 36系統鶴甲
団地行，鶴甲 2丁目止まり行きに乗車，「神大文理農学部前」下車。
交通アクセス・キャンパスマップ (http://www.sci.kobe-u.ac.jp/
access/index.htm)にも掲載されています。

参加申込み・問い合わせ先
京都大学大学院人間・環境学研究科 幡野恭子
〒 606-8501京都市左京区吉田二本松町　
FAX : 075-753-2957　e-mail : sourui_danwakai@yahoo.
co.jp

2018年度藻類談話会のお知らせ


